
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成２７年１１月分） 

平成２７年１２月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＩＳＩＬの支持者と見られる人物により、ＢＨ軍

兵士２名が射殺される（１８日） 

 サラエボ郊外ライロバツにおいて、男性１名

がBH軍兵士（事件当時軍服を着用）に発砲し

て２名を射殺、一般市民を含む４名に軽傷を

負わせた。容疑者は現場から逃走後、自宅に

潜伏していたところをＢＨ治安当局に取り囲ま

れ、爆発物により自殺した。その後の捜査に

よると、容疑者はＩＳＩＬのテロ活動を賞賛する

内容の日記を保持していた。 

 

●ＢＨ憲法裁判所が「休日に関するＲＳ法」中

の「共和国の日（ＲＳの日）」の規定について

違憲判決を下す（２６日） 

 ＢＨ憲法裁判所は、プレスリリースにより、

「休日に関するＲＳ法」第３条ｂの規定に関す

る違憲性判断の申立てに対して、同規定がＢ

Ｈ憲法及び国際約束に従っていないことを認

め、６ヵ月以内に同規定をＢＨ憲法に適合させ

るよう判決を下したことを公表した。同判決の

全文は、同結論に反対した判事の個別意見を

含めて、後日公表される。 

 本件申立ては、イゼトベゴビッチＢＨ大統領

評議会メンバーが、ＲＳの「共和国の日」（１月

９日）が民族の平等を侵害しているとして１３

年に行ったもの。 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ＢＨ連邦政府及びＢＨ連邦上院が１６年度

予算案を採択（１２日及び２６日） 

１． 国内情勢 

（１） 国家レベル 

（２） エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（BH連邦） 

イ スルプスカ共和国（RS） 

ウ ブルチュコ特別区 

２． 外政 

（１） 多国間、国際機関 

（２） 要人往来、国際会議等 

３． 経済 

（１） 経済指標 

（２） 経済政策、公的事業 

（３） 民間企業 
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 採択された１６年度ＢＨ連邦予算案の予算

規模は２５億ＫＭ（約１２億８，０００万ユーロ）

で、１５年度予算案と比較して１億８，５４０万Ｋ

Ｍ（約９，４８０万ユーロ、７．９％）の増額とな

った。 同予算案は、２６日、ＢＨ連邦上院で採

択された。 

 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ憲法裁判所「民族の死活的利益（ＶＮＩ）」

パネルが住民投票委員会の人選に関するＶＮ

Ｉ侵害の申立てを受理（１６日） 

 ＲＳ民族評議会のボシュニャク議員団が、Ｒ

Ｓ国民議会が任命した住民投票委員会にボシ

ュニャク議員が含まれていないことから、ＶＮＩ

に基づく拒否権の申立てを行っていたことに

対して、ＲＳ憲法裁判所ＶＮＩパネルは、同申立

てを受理することを決定した。 

 

●ＲＳ政府が１６年度予算案を採択（２２日） 

 採択された１６年度予算案の予算規模は総

額２２億８０万ＫＭ（約１１億２，５００万ユーロ）

で、そのうち収入見込み額は１６億５，３１０万

ＫＭ（約８億４，５００万ユーロ）。 

 

●ＲＳ主要政党がＲＳ憲法裁判所の「休日に

関するＲＳ法」に関する判決に反対する声明を

発出（２９日） 

 ２９日、ＢＨ憲法裁判所による、「休日に関す

るＲＳ法」に関する違憲判決に対して、ＲＳ内

の主要与野党（独立社会民主主義者連合（Ｓ

ＮＳＤ）、セルビア民主党（ＳＤＳ）、民主主義者

連合（ＤＮＳ）、社会党（ＳＰ）、民主進歩党（ＰＤ

Ｐ）、国民民主党（ＮＤＰ）等）が会合を行い、こ

れを認めないことで意見を一致させた。同会

合では、ＢＨ憲法裁判所に関する法律の改正

や、同判決の是非を問う住民投票の実施等を

呼びかける声明が発出された。 

 

●ＲＳ政府がＲＳ労働法草案を採択（２３日） 

 RS 政府は、RS 労働法草案を採択し、労働

組合及び雇用者組合との協議に向けて送付

した。 

 

ウ ブルチュコ特別区 

●ブルチュコ特別区議会が１５年度同特別区

予算を無効とし、改めて１５年度予算を採択

（１１日） 

 ブルチュコ特別区議会は、同特別区上訴裁

判所により無効の判決を受けていた１５年度

同特別区予算を無効とする決定を行い、野党

が退出した中で改めて１５年度予算を採択し

た。 

２．外政 

（１）多国間、国際機関 

●国連安保理において、ＥＵＦＯＲによるＢＨ

駐留延期に関する決議が採択される（１０日） 

 国連安保理は、全会一致で、ＥＵＦＯＲのＢＨ

駐留を１年間延長する安保理決議第２２４７号

を採択した。 

 

●ＢＨによる欧州評議会閣僚委員会議長の任

期満了（１０日） 

 ツルナダクＢＨ外相は、欧州評議会閣僚委

員会議長の任期を終え、議長職をミトフ・ブル

ガリア外相に委譲した。 

 

●欧州委員会によるＢＨに関する１５年度報

告書の公表（１０日） 

 同報告書は、ＢＨが改革の軌道に戻り、ＥＵ

加盟に向けた優先事項への取組を開始したと

結論付けた。 
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 同報告書では、ＢＨのＥＵ加盟に向けて、改

革アジェンダの履行のほか、公共行政の強化

に向けた改革、効率的な調整メカニズムの設

置が重視された。司法に関する構造対話に基

づく司法分野の課題解決、腐敗及び組織的犯

罪撲滅への取組みにおいて一定の成果があ

ったと評価されたが、ＢＨ憲法が今も欧州人権

裁判所「セイディッチ・フィンチ事件」判決に反

する状態が続いていることをはじめ、人権及

びマイノリティの保護分野において数多くの課

題があると指摘された。 

 経済的指標に関して、機能的市場経済の構

築、ＥＵ内市場における競争に対応するため

の能力強化、欧州基準への適合において、Ｂ

Ｈはまだ初期段階にあると指摘された。 

 

●チョービッチＢＨ大統領評議会議長のブリュ

ッセル訪問、モゲリーニＥＵ外務・安全保障政

策担当上級代表との会談（２３日） 

 両名は、ＢＨのＥＵ加盟申請提出について協

議した。チョービッチＢＨ大統領評議会議長は、

ＢＨの全レベル政府が、ＥＵ加盟に積極的に

取り組んでいると伝えた。モゲリーニＥＵ外務・

安全保障政策担当上級代表は、ＢＨによるこ

れまでの進展を評価し、ＢＨ当局はＥＵ加盟に

向けて明確にコミットメントを示したと述べた。 

 

●ＥＵエネルギー共同体による監視報告書（２

５日） 

 ＥＵエネルギー共同体による監視報告書の

中で、ＢＨは１６年３月までに電力市場に関す

る法整備を行う必要があることが指摘され、両

エンティティ間の意見の不一致が問題視され

た。 

 

 

（２）要人往来、国際会議等 

●第１１回世界イスラム経済フォーラム（於ク

アラルンプール）へのチョービッチ BH 大統領

評議会議長の出席（３－５日） 

 同人は、「次世代のための持続的発展」と題

した演説を行い、民主主義、ジェンダー平等、

社会的正義、連帯、人権の尊重、天然資源及

び文化的遺産の保全を通じて、多様性を保っ

た生活が維持できると述べた。 

 同フォーラムに伴い、３日、チョービッチＢＨ

大統領評議会議長は、ラザク・マレーシア首

相と会談、両国間の良好な関係を確認した。

チョービッチＢＨ大統領評議会議長は、ラザ

ク・マレーシア首相をＢＨへの公式訪問に招待

し、同首相はこれを承諾した。 

 

●ツルナダクＢＨ外相のクウェート訪問、ジャ

ービル・クウェート首相、サバーハ・ハーリド第

一副首相兼外相らと会談（２日－３日） 

 会談において、ツルナダクＢＨ外相は、ＢＨ

のＥＵ加盟に向けた進捗を説明し、ＢＨのビジ

ネス環境が大きく改善されたことを説明した。 

会談中、クウェート側からは、ＢＨの３民族及

び２エンティティの全てと協力することが伝え

られた。 

 

●ＢＨ閣僚評議会とセルビア政府の第一回合

同閣議（於サラエボ）の実施（４日） 

 同閣議では、農業、エネルギー、国境警備、

インフラ整備等の分野における両国間の協力

について協議した。また、同会合において、両

政府は、「失踪者の捜索における協力に関す

る議定書」、「ソコロビッチ橋の保全に関する

議定書」、「環境保全及び持続的開発に関す

る合意」、「通信分野における協力に関する覚

書」、「武器、軍事装備及び汎用品の輸出入に
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おける協力に関する宣言」に署名した。 

 

●ライチャーク・スロバキア副首相兼外務・欧

州問題相のＢＨ訪問、ＢＨ大統領評議会、ズ

ビズディッチＢＨ閣僚評議会議長及びツルナ

ダクＢＨ外相との会談（１０日） 

 いずれの会談でも、スロバキアとＢＨの二国

間関係が良好であること及び懸案事項がない

ことが確認された。ＢＨ側からは、ＥＵ加盟プロ

セスの進捗状況についての説明があり、この

点について、ライチャーク・スロバキア副首相

兼外相は、進展を歓迎し、ＢＨのＥＵ加盟を支

持する旨を伝えた。 

 

●チョービッチＢＨ大統領評議会議長及びプリ

ッチＢＨ枢機卿のバチカン市国訪問（１１日） 

 チョービッチＢＨ大統領評議会議長率いる代

表団は、フランシスコ法王に謁見した。また、

チョービッチＢＨ大統領評議会議長は、フラン

シスコ法王と贈呈品の交換を行った。 

 

●ツルナダクＢＨ外相のプラハ訪問、西バル

カン諸国基金（ＷＢＦ）の設立に署名（１３日） 

 プラハにおいて、ビシェグラード・グループ（Ｖ

４）及び西バルカン諸国会合（クロアチア、スロ

ベニア及び英国が参加）が開催され、同会合

において西バルカン諸国基金の設立に関する

合意が締結された。同基金は参加国間の協

力を強化することを目的としており、国境をま

たぐ協力関係強化に資する活動に資金が提

供される。 

 

●ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長が第４

回中東欧・中国（「１６＋１」）首脳会議（於蘇州）

に出席（２４日） 

 同会合には、中東欧１６ヵ国の首相が参加し、

中国及び中東欧諸国の協力関係の進展を確

認した。同会合では、ＢＨの高速道路建設計

画に関するプレゼンテーションも行われた。 

 

●ツルナダクＢＨ外相が第７回南東欧外相会

議（於ベルリン）に参加（２４日） 

 ツルナダクＢＨ外相は、シュタインマイヤー

独外相及びジェンティローニ伊外相の招待を

受けて第７回南東欧外相会議に参加。会合で

は、移民危機、ＥＵ拡大、「ベルリン・プロセス」

の枠組みにおける域内協力、西バルカンにお

ける投資拡大、欧州の対露関係等が協議さ

れた。 

 ツルナダクＢＨ外相は、ＢＨのＥＵ加盟申請

提出が近付いており、ＢＨ閣僚評議会は経済

改革プログラムを実行する準備が出来ている

とした。 

 

●ＢＨ大統領評議会のブルドー・ブリユニ・プ

ロセス特別会合（於ザグレブ）への参加（２５

日） 

 ＢＨ大統領評議会は、キタロビッチ・クロアチ

ア大統領及びパホル・スロベニア大統領の招

待を受け、ブルドー・ブリユニ・プロセスの特別

会合に出席。同会合には、南東欧諸国首脳の

ほか、バイデン米副大統領、トゥスク欧州理事

会議長及びフィッシャー墺大統領が参加した。 

 同会合では、南東欧地域の安定性及び将来

性の強化に向けた課題と可能性について協

議が行われ、欧州地域の平和と安定について

の宣言が採択された。 

 

●ツルナダクＢＨ外相の「地中海の団結」会議

（於バルセロナ）への参加（２６日） 

 会議では、「地中海の団結（ＵｆＭ）」加盟国間

の協力や活動についての他、移民やテロとの
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戦いについても協議された。ツルナダクＢＨ外

相は、ＵｆＭの加盟国が、テロ、急進主義、国

外の戦闘への参加等の治安問題に更に高い

レベルで協力して取り組む必要性を述べた。 

 

３．経済 

（１）経済指標 

●ＧＤＰ（予測） 

 欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）は、ＢＨのＧＤＰ

成長率について、１５年は２．８％、１６年は

３％となると予測した。 

 一方、ＢＨ閣僚評議会の常設機関であるＢＨ

経済計画庁は、ＧＤＰ成長率の予測について、

１６年は３．１％、１７年は３．２％、１８年は４．

１％とした。 

 

●産業生産高 

 ＢＨ統計局の発表によると、１５年１０月の産

業生産高は、１５年９月と比較して、１．８％の

上昇。１４年１０月との比較では４．０％の上

昇。 

 

●雇用／失業者数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１５年９月のＢＨ

全体の雇用者数は７１６，２３０人、失業者数

は５３９，７０３人で失業率は４２．９％となっ

た。 

 

●平均給与 

 ＢＨ統計局の発表によると、１５年９月のＢＨ

における平均給与は８２８ＫＭだった。 

 

●消費者物価指数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１５年１０月は、

１５年９月と比較して、消費者物価指数は０．

４％上昇。年間比較では、１．８％下落した。 

 

●銀行部門 

 ＢＨ中央銀行によると、１５年９月にＢＨ国内

の銀行が提供した融資総額は１７１億７，０００

万ＫＭ（約８７億８，０００万ユーロ）で、１４年９

月と比較して１．９％の上昇。国内銀行への預

金総額は９６億２，０００万ＫＭ（約４９億１，９０

０万ユーロ）で、１４年９月と比較して８．１％の

上昇。 

 

●貿易額 

 ＢＨ統計局の発表によると、１５年１月から１

０月までのＢＨの輸出額は７４億９，８００万Ｋ

Ｍ（約３８億３，４００万ユーロ、１４年同時期と

比較して４．０％増）、輸入額は１３２億３，２０

０万ＫＭ（約６７億６，５００万ユーロ、１４年同

時期と比較して１．６％減）。 

・輸出相手国上位５ヵ国（貿易額、１５年１月か

ら１０月）：①ドイツ（１１億８，２００万ＫＭ／約６

億４００万ユーロ）、②イタリア（１０億２，７００

万ＫＭ／約５億２，５００万ユーロ）、③クロアチ

ア（７億８，３００万ＫＭ／約４億ユーロ）、④セ

ルビア（６億５，４００万ＫＭ／約３億３，４００万

ユーロ）、⑤オーストリア（６億３，９００万ＫＭ

／約３億２，７００万ユーロ） 参考：日本（１１４

万４，０００ＫＭ／約５８万５，０００ユーロ） 

・輸入相手国上位５ヵ国（貿易額、１５年１月か

ら１０月）：①ドイツ（１６億５００万ＫＭ／約８億

２，０００万ユーロ）、②イタリア（１４億５，２００

万ＫＭ／約７億４，０００万ユーロ）、③セルビ

ア（１４億４，１００万ＫＭ／約７億３，７００万ユ

ーロ）、④クロアチア（１４億６００万ＫＭ／約７

億１，９００万ユーロ）、⑤中国（９億１，２００万

ＫＭ／約４億６，６００万ユーロ） 参考：日本

（９，０４５万ＫＭ／約４，６００万ユーロ） 
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＊上記数値はいずれも原産国及び仕向国に

よる算出。 

 

●観光客数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１５年９月、ＢＨ

には１１２，４０１人（うち日本からは９８８人）の

観光客が訪れ、１５年８月と比較して９．４％減

少。１４年９月と比較して１５．３％上昇した。 

 

●公的負債 

 ＢＨ中央銀行によると、１５年第３四半期のＢ

Ｈの公的負債は総額８３億７，４７８万ＫＭ（約

４２億８，１９６万ユーロ）。そのうち、公的債権

者による融資は７８億９，０８６万ＫＭ（約４０億

３，４５３万ユーロ）で、民間債権者による融資

は４億８，３９１万ＫＭ（約２億４，７４２万ユー

ロ）。 

 

●外国直接投資 

 ＢＨ経済計画庁によると、１５年上半期の外

国直接投資は総額３億１，４７０万ＫＭ（約１億

６，０９０万ユーロ）で、１４年同時期と比較して

１８％減少。最大の投資国はオーストリアで１

億１，１９０万ＫＭ（約５，７２０万ユーロ）、これ

にルクセンブルク（６，３２０万ＫＭ、約３，２３０

万ユーロ）、クロアチア（３，６７０万ＫＭ、約１，

８７６万ユーロ）が続く。 

 

（２）経済政策、公的事業 

●スレブレニツァに関する投資開発会議「開

発の機会と可能性：スレブレニツァ２０１５」の

開催（１１日及び１２日） 

 同会議には、ＢＨ国内からイゼトベゴビッチ

及びイバニッチＢＨ大統領評議会メンバー、ズ

ビズディッチＢＨ閣僚評議会議長、ドディックＲ

Ｓ大統領、ツビヤノビッチＲＳ首相、国外からブ

チッチ・セルビア首相及びフソビッチ・モンテネ

グロ副首相、各外交団及び国際機関代表者

らが出席した。 

 同会合で、ブチッチ・セルビア首相は、セル

ビア政府が５００万ユーロをスレブレニツァの

案件に対して拠出することを発表した。また、

ドディックＲＳ大統領も、今後２年間でのべ３０

０万ＫＭ（約１５３万ユーロ）をスレブレニツァに

投資すると述べた。 

 

●ＲＳ銀行庁が、「Ｂａｎｋａ Srpske」銀行の暫

定頭取を任命（１６日） 

ＲＳ銀行庁は、「Ｂａｎｋａ Srpske」銀行暫定

頭取を任命し、同銀行の問題に関する報告書

を６０日以内に作成することを課した。 

 １０月３０日、最低資本金を満たさず、ＲＳ銀

行庁の指示にも従わなかったことから、ＲＳ銀

行庁はトリブンチッチ「Ｂａｎｋａ Srpske」頭取を

停職処分としていた。 

 

●欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）が中央ボスニ

アの水道供給サービス向上のために１，１００

万ユーロを融資（１９日） 

 ＥＢＲＤによる融資は、水道供給会社の「ＳＰ

Ｖ Plava Voda」社に対して行われ、トラブニク、

ゼニツァ、ノビ・トラブニク市等の水道供給サ

ービス向上に利用される。同事業は、ＥＵ、欧

州評議会開発銀行、スイス及びドイツの協力

により実施される。 

 

●バノビチ火力発電所建設計画の実施に署

名（２５日） 

 チェルギッチ「the Brown Coal Mine Banovici 

(RMU)」社長は、バノビチ火力発電所建設計

画について 、中国の 「 Dongfang Electric 

Corporation ltd.」社との戦略的協力に関する
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契約書に署名を行った。 

 

●欧州委員会がクロアチア、ＢＨ及びモンテネ

グロの越境協力事業に６，７００万ユーロの支

援を決定（２５日） 

 同支援のうち５，７００万ユーロは、欧州地域

開発基金及び加盟前支援（ＩＰＡ）により提供さ

れる。同事業は、域内共通の公共サービスの

品質向上、観光業の持続的な発展促進及び

地場産業の競争力拡大を目的とする。 

 

●ＢＨ連邦政府が公債を発行（２７日） 

 ＢＨ連邦政府は、７，０００万ＫＭ（約３，５８０

万ユーロ）の公債を発行。満期日までの期間

は７年間で、平均利率は３．８９９％。 

 

（３）民間企業 

●「RS Silicon ltd.」社の工場開所式（２６日） 

 ミ ル コニ ッチ ・ グラー ドにおいて 、伊

「Metalleghe」社が所有する「RS Silicon ltd.」社

のプラント開所式が行われ、ドゥシ「Ｍｅｔａｌｌｅｇ

ｈｅ」社長、ドディック RS 大統領、ツビヤノビッ

チＲＳ首相、コリアス駐ＢＨ伊大使らが出席し

た。同プラント建設には４，２００万ユーロが投

資された。 

 

 

（了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


